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か っ て ど こ で だ っ た か ｢ 勤続疲労+ と い う表現を聞

い て ､ 名言だと思 っ た記憶が ある ｡ こ の大学の 教員と

して ､ まだ2 0 年 に こ そ な っ て は い な い が ､ それ で も授

業を行 っ て い るとき ､ ど こ か で ｢ 疲労感+ とい うか面

倒だという気持ちの動い て い る こ とを察せ ざるを えな

くなる｡ そ の ような気持ちを見事に表現 した言葉だと

思 っ た次第である｡

そ ん な折り､ 20 何年ぶりか で 入院すると い う機会が

あ っ た ｡ 入 院と い う こと自身が実質的に新たな経験で

あり､ ま たそ の 過程で い ろ い ろ考え る こ ともあ っ た｡

そ んなときふと､ 医療問題に つ い て の授業を新た に始

めて み る の も面白い かとという考えが浮かんだ｡ か っ

て ｢ 倫理学+ の授業で こ の ような テ
ー

マ をあ つ か っ た

ことが あるが ､ あまり理屈を こねずもう少し現実に近

い形で や っ て みるの もよい の で はと考えた次第で ある｡

上記 の ｢ 勤続疲労+ 脱出のき っ か け にもな るか と期待

して ｡

まず最初に 出会 っ た困難は ､ 巷 で医療にかかわる問

題と して 語られて い る テ
ー

マ の 内､ どれを取り上げる

の か と い う点で あ っ た ｡ こ れに つ い て は ､ ど の ような

方を講師に迎えられるかとい う問題とも関係するの で ､

ス ト レ ー トに は決定で きなか っ た が ､ 貯余曲折を経た

後 ､ 次 の 二 つ の テ ー

マ を取り上 げ る こ とに した ｡ 一 つ

は ､ 医師一息者関係の 変化の
一

つ と して しば しば取り

上げられる ｢ イ ソ フ ォ ー ム ド ･
コ ソ セ ソ ト ( 百種類以

上の 訳語の提案が あると の こ とだが ､ 説明と 同意 ､ あ

る い は理解と選択 とされる こ とが多い)+ ､ もう
一

つ

は ､ 高齢化社会の到来との関連で しば しば話題になる

医療費の問題に関係 した ､ 医療経済｡ 講師の 人選 ･ 依

療に際 して は ､ 医学部名誉教授 ､ 柴田昭 氏､ 新潟市民

病院 ･ 臨床病理部長 ､ 岡崎悦夫氏 ､ 経済学部教授 ､ 藤

井隆至氏に援助をい ただい た ｡

Ⅰ : 授業の構成

平成 8 年度､ 9 年度と 2 年にわた っ て ｢ 市民にと っ

て の 医療+ とい う題で ､ ｢ 総合科目 ･ そ の 他+ 後期の

み の 2 単位科目と して 開講 した ｡ 2 年 とも基本的な枠

組み は同じ形 で ､ 以下の ようなもの で ある ｡

1 ) 医療問題を考え る視座｡ [ 岡崎]

2 ) 医療保障制度の 歴史と展望｡ [ 横山]

3 ) イ ン フ ォ
ー

ム ド ･ コ ソ セ ン ト ･

序｡ [ 長岡]
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4 ) 患者側か ら見た イ ソ フ ォ ー ム ド ･
コ ソ セ ソ ト ｡

[ 星野]

5 ) 医師側か ら見た イ ン フ ォ
ー ム ド ･ コ ソ セ ソ ト ｡

[ 小池]

6 ) 医療過誤裁判に見られるイ ン フ ォ ー ム ド ･ コ ン セ

ン ト｡ [ 西野]

7 ) ま とめ ｡ [ 長岡]

講師紹介

岡崎悦夫 ( 新潟市民病院病理部長)

横山和彦 (経済学部教授)

星野 悟 ( 新潟日報社編集委員)

小池昭彦 ( 日本医師会理事)

西野喜 一 ( 法学部教授)

1) こ の授業の導入と して ､ 企画段階から相談に乗 っ

て い ただい て い た ､ 市民病院の 岡崎氏に ご登場願 っ た｡

｢ 医療問題を考える視座+ と題 し て ､ 医療およびそれ

を取り巻く現状に つ い て ､ い く つ か の 重要なト ピ ッ ク

が論じられた ｡ 医療の 生物学的背景を示すという目的

で ､ 血液凝固の仕組み (薬害 エ イ ズ問題を考えるため

の 基礎知識 と して) に つ い て の 説明や ､ 胎児 の標本の

供覧等がなされた ｡ また ､ 医療の 特殊性と して ､ 医療

における診断 ･ 処置等には常に暖昧さ ･ 不確実性が伴

うという点が強調され､ そ の 事実を受け て ､ 医療者側

で なす べ きリ ス ク マ ネ ジ メ ソ ト と いう課題 ( リ ス ク の

種額と影響､ そ の 予防策) ､ 患者側が とるべ き態度等

に つ い て の 解説がなされた｡

2 ) 経済学部 ､ 横山教授担当の ｢ 医療保障制度の 歴

史と展望+ にお い て は ､ 経済学的視点からの解説が行

われた｡ 原理的側面にか かわるもの とし て ､ 資本主義

経済の 中で商品と し て扱われる医療の 特徴､ 商品と し

て の医療の 持 つ 問題点の克服の 試み と し て採用されて

い る医療保険制度 ､ さらに医療保険制度の限界等に つ

い て解説された ｡ 他方､ 歴史的側面に つ い て は ､ 戦前

の健康保険制度の概説か ら始ま り､ 1 96 0 年代初頭の 国

民皆保険の 実現 ､ さ らには7 0 年代初頭か らの 高齢化社

会到来 へ 向けた対応策の種 々 の 形態等が解説された ｡

上 で述 べ たように ､ 医療保障の 問題は ､ こ の 授業の 二

本柱の
一 つ で あり ､ 本来授業の 約半分を こ の テ

ー

マ に

さくの が望ま しか っ た の で あるが ､ 企画者の 力量不足

から ､ 他 に担当者を見 つ ける ことが で きず､ 結局こ の

テ
ー

マ は総授業回数の 三分 の 一

程度におい て扱われる

とい う結果とな っ た ｡

3 ) ｢ イ ン フ ォ ー

ム ド ･ コ ソ セ ソ ト ･ 序+ におい て

は ､ こ の 考え方が大きな運動とな っ た7 0 年代 の ア メ リ

カ の動向､ お よび現在の 日本の 動向 ( 厚生省の検討会

の 報告書 [1 9 95] 等) に つ い て長岡が簡単な解説を試

みた ｡

4 ) ｢ 患者側か ら見たイ ン フ ォ ー

ム ド ･
コ ン セ ン ト+

は ､ 新潟日報社編 『病院を考える』 の主な筆者で あり､

薬害 エ イ ズ の問題に つ い て広範な取材経験を持 っ てお

られ ､ 市民グ ル
ー プ ｢ 患者塾+ の主要メ ソ バ ー

で もあ

る､ 星 野氏に依頼 した ｡ イ ン フ ォ
ー

ム ド ･ コ ソ セ ン ト

をめ ぐる現場の状況と して ､ 県立 ガ ン セ ン タ
ー

の 最新

の調査等をも含めた形で の ､ 日本におけるが ん告知の

状況 ､ ま た新薬治験 における患者 へ の説 明の あり方に

つ い て の 解説がなされた ｡ 次に ､ 患者 の 自己決定 は可

能か と問う中で ､ 重病時の患者による自己決定の 困難

さも指摘された｡ 最終的な目標は ､ 医師と患者が ｢語

り合う医療+ で あるとされ､ そ の ため の 条件整備と し

て の い く つ か の試みが紹介された ｡

5 ) ｢ 医師側か ら見たイ ソ フ ォ ー ム ド ･ コ ソ セ ソ ト+

に お い て は ､ 長 らく新潟県医師会の 理事と して 活躍 し

て こ られ､ 平成 8 年度からは 日本医師会の 理事と して

ほぼ 毎日東京 - 出勤 して おられる ､ 小池医師に ､ 多忙

な中時間を割い て い ただいた ｡ 基本的な考え方として ､

医療は医師と患者の信頼関係を基礎に してすすめ る共

同作業で あり､ そ の際 の基本原則は ｢ 自己決定 ･ 恩恵･

幸福追求
･ 公 正+ で あるとされた ｡ さらには ､ 実際に

患者に接する立場か ら､ イ ソ フ ォ ー ム ド ･ コ ソ セ ソ ト

にか かわる問題と して ､ ど こま で説明するの か ､ 理解

の程度をどの ように確認する のか ､ 情報開示は ど こま

で進める べ きな の か ､ 等 の 問題に つ い て も言及が なさ

れた ｡ 小池講師の 話は ､ 当然ながら､ 医師 の立場か ら

の考え方を示すもの で あり ､ 上 の 星野講師の話と1 基

本的な考え方は共通 し つ つ も､ 微妙な ニ ュ ア ン ス の違

い が あ っ た と思われる｡ そ の あた り ､ 受講生がどの程

度違い を感じた か ､ それは ､ 医療経験の 有無もさるこ

とな が ら､ どれ だけ受講生が注意を払 っ て聞 い て い た
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か によるもの と考えられる ｡

6 ) ｢ 医療過誤裁判に見られるイ ン フ ォ ー ム ド ･
コ

ン セ ン ト+ は ､ 裁判官と し て医療過誤裁判を担当され

たこともある法学部､ 西野教授に担当して い ただい た ｡

医療過誤 ( 医療事故) 訴訟が ､ 刑事事件と して扱われ

る場合と民事事件と して扱われる場合との 区別を確認

した後､ 主 に民事裁判で の最近の判例の 傾向 (患者の

自己決定権尊重の 気風を背景として ､ 争点が広範囲に

及ぶようになり ､ 特に医師の 判断の 問われるもの が多

くな る ､ 因果関係要件が患者側か ら見て 緩和される傾

向が見られる) に つ い て解説がな された ｡ た だ し､ こ

の ような全般的傾向とは別に ､ 個別的に見ると ､ が ん

の告知や治療方法の 説明の程度に つ い て 裁判所が 一

貫

した方針を常に示 して い るわけで はなく ､ 個別事件に

応じて ある い は裁判官の考え方に応 じて 異なる判断が

示されて い るとの 指摘もなされた ｡

ⅠⅠ : 授業の進め方 ･ 学生 へ の課題等

抽選を通 っ た 15 0 名､ お よび特に希望する学生若干

名で ス タ ー

ト した ｡ 二 年とも ､ な ぜ か ､ 法学部の学生

a)
'
多 か っ た ( 半数近い) の が印象に残 っ て い る｡ 出席

者は毎回ほぼ10 0 名くらい で あ っ た ろうか ｡

二 つ の テ
ー

マ に対応 して ､ 2 回 レ ポ ー ト の提出を求

め ､ 成績評価は ､ そ れ らを中心 に して行 っ た ｡ 評価 に

際 して は ､ 自分 で 何らか の資料を求め調 べ ようと し て

い るか ､ 授業 で の 問い か けに ど の程度自分で考え答え

ようと し て い るか ､ 等 を主な基準と した ｡ 最終的に評

価を受けた学生の 数は ､ 120 名くらい で ある ｡

こ の ､ 成績評価の た め の レ ポ ー トの 他に ､ 担当者が

頻繁に変化するとい うこ の授業の性格から ､ ほぼ毎回

小 レ ポ
ー

ト の提出を求めた ｡ そ こ で は ､ ｢ 1) 新た に得

られた知見､ 2) 質問､ 3) 感想+ を記 し てもらい ､ それ

を翌週ま で に担当者に読ん でもら っ て ､ 回答が必要な

もの に つ い て は ､ 次 の時間に担当者自身か ら回答 して

もらう､ ある い は私に伝え られた 回答内容をプリ ソ ト

に して 配布するとい う形を取 っ た ｡ 授業 の最後に ｢質

問は ? + と問 い かけ て も､ 大半 の 受講生か ら東洋的美

徳を体現する ような態度だけが返 っ てくる の が通例で

あるた め､ こ の方法は ､ 特 に初年度は ､ 受講生の反応 ･

考 え方を知る上 で役に立 っ たと思う｡

ただ ､ 出席点を取 るため だけに提出して い ると思わ

れ るもの が常に い く つ か見られた の は事実で ある ｡ ま

た ､ 私 は ､ こ の小 レ ポ
ー

トを回収 し名簿順に並 べ ､ 内

容を横目で 見ながら提出者名を記録 して 担当者に送付

するとい うこ とを毎回行 っ て きた の だが ､ 二 年目とな

ると ､ な ぜ こ こま で して受講生の質問を引き出すた め

の 努力をしなければならない の か ､ とい う思い が した

の も事実 である｡ 質問が あれば授業直後で もそ の 機会

は あるだろう ｡ 特 に 回答を必要と しない が ､ あ え て

｢ 質問を書け+ と要請されて は じめ て 思い つく質問な

ら､ 要はどうで もよい 質問なの か もしれな い ｡

また ､
一

年 目 には ､ 授業終了後に数回 一 種の サ ー ビ

ス と して ､ 過去にテ レ ビ で放映された医療関係の 番組

( 医療費高騰､ 病院経営､ 医療過誤裁判等) の ビ デオ

視聴の機会を作 っ た ｡ ただ し､ 内容 ･ 日時等に つ い て

は予告 して あ っ た にもかか わらず ､ 実際に視聴 した の

は十人程度で あり ､ ビ デ オ選択のた めに相当時間を費

や した割には効果が少ない と判断 し､ 二 年目には こ の

サ ー ビ ス を行わない ことに した ｡

ⅠⅠⅠ: 担当者の 感想

私の感想はすで に い くらか述 べ た が ､ 担当者から感

想を い ただ い た の で ､ そ れ を以下で紹介する｡

岡崎講師

大学で得た知識や学問体系は ､ 年 とともに古くなる ｡

私 の担当項目で は ､ 知識 で はなく学ぶ こと へ の 関心 を

高め ､ 情報をキ ャ ッ チする レ セ プ タ
ー

を育 て る授業を

目指 した ｡ 今､ 意志さえあれば､ 新聞や テ レ ビ ､ イ ソ

タ
- ネ ッ トを通 じ で情報は い くらで も入手で き､ 自己

学習で きる時代にな っ た｡ こ ん な社会で ､ 大学 の授業

はどうあ っ た らよい か ｡

人体は小さな宇宙｡ 遺伝子の D N A 分析､ 遺伝子治

療か ら医療制度 ､ 政治まで ､ 医療問題の 対象は広大で

ある ｡ 情報をとらえる レ セ プタ
ー

を育 て動機づけをね

ら っ て 授業を組み立 て た｡

生命の 誕生 ､ 胎児 の成長か ら生命の 不思議､ 大切さ

を認識 し､ 病気にかか っ た臓器を直接目で 見て ､ 手 で
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触れて病気の 実態を感 じて もらう｡ 病気をめ ぐる個人

と社会､ 医療経済､ 医療制度の 問題に関心をも つ こ と

の 必要性を実感 して もらうた め ､ 体験者に語 っ て頂 い

た｡

そ の反響は大きか っ た｡ 誰 にも身近で具体的な健康 ･

医療問題 ( がん ､ イ ン フ ォ ー ム ド ･ コ ン セ ン ト､ 生活

習慣病､ 医療経済) を通 じ て医療をめ ぐる社会の問題

に関心を高める ､ そ して 考えるき っ かけ与えた の で は

ない かと思う ｡

授業評価の ア ソ ケ - トに見られる学生の感想､ 意見

には ､ 講師 の私も考えさせられる ことが 多か っ た ｡

星野講師

｢ 患者の側から見たイ ソ フ ォ ー ム ド ･
コ ソ セ ソ ト+

が与えられたテ ー

マ ｡ 授業 で は ､ 新聞記者と し て病院

や 医療の問題を取材 した経験と ､ ボ ラ ン テ ィ ア で運営

にかかわ っ て い る市民 グ ル
ー プ ｢ に い が た患者塾+ の

活動を通 して 考え て い る こ とを中心に話 した ｡

四年前に ｢ 賢い 患者になりま しょう+ を合言葉に発

足 した ｢ に い がた患者塾+ で は ､ イ ソ フ ォ
ー ム ド ･ コ

ソ セ ソ トを ､ ｢ 説明と同意+ と い っ た
一

方的 ･
一

面 的

なもの で はなく､ 医療者 と患者が情報を共有 し､ そ れ

に基づ い て患者が治療法などを自ら選択 ( 自己決定)

して い くプ ロ セ ス と とらえ て い る ｡

しか し､ 現実 の医療現場で は､ まだまだ医師の パ タ ー

ナ リ ズ ム が幅を利かせ て い る ｡ 患者の 側にも ｢ お任せ+

医療の風潮が色濃く残 り､ 患者 の ｢ 自己決定能力+ そ

の も の に疑問を呈する向きもある ｡

しか し､ 薬害 エ イ ズ問題に象徴される ように ､ 今は

｢ 医療 の こ とは医療の 専門家に任せ て おけばい い+ と

い う時代で はない ｡ 医療保険制度の 改革を含め ､ こ れ

からの医療の 在り方は , 患者 ･ 市民 の側 の ｢ 選択+ に

よ っ て そ の方向が決ま っ てく る｡ ｢ 市民に と っ て の 医

痩+ の ね らい もそ こ にあ っ た だろう｡

こ う した患者の主体的立場を強調 した考え方は ､ 今

の若 い 学生たちに はあまりなじみ が ない と思うが ､ 授

業後の ア ン ケ
ー

トで は共感を示 して くれる声もあ っ た ｡

健康に恵まれた多くの学生にと っ て ､ 医療はまだ身近

に感 じられない 問題かも しれない が ､ い ずれ家族が病

に倒れたときな ど､ 今 回 の 授業の 内容を振り返 り､ あ

らため て医療を自分の 問題と して 考えて もらえれば幸

い で ある｡

小池講師

学ぶ者の こ こ ろに学ぶ ｡

医療にか んするイ ン フ ォ
- ム ド ･ コ ソ セ ソ ト ( 以下

I C ) に つ い て 講義をさせ て もらい ま したが ､ I C は

ど んな分野にも必要なこ と､ た と えば講義の や り方､

中身などに つ い て もあ っ てよ い と感じま した ｡ もちろ

ん 医療におけるそれとは趣を異に しますが ､ 授業中の

学生に感 じたもの と､ 後 で 出して もら っ た感想文 ( レ

ポ ー ト) に落差を感 じた のが実感です｡

こ の ことは私が教育の 専門家で ない ことから感じた

ものかもしれませんが ､ 講義中の学生の 顕 つきと レ ポ
ー

トに表された感受性が ､ な にか別な もの に思えた の で

す｡ そ して予期 しない 意見も聞かせ て もらい ました ｡

も し 一

対
一

で 或い は小グ ル
ー プ で 本音で I C に つ い て

語り合 っ たら更なる新知見に接 し得た かも しれなか っ

たと思い起 こ しております｡

講義に関する I C を求めた後に新た な保険 ･ 医療 ･

福祉に つ い て 問題提起を して みた い ような気に駆られ

た経験で した ｡

西野講師

1 本講義は ､ 甚だすぐれた 企画 で あ っ て ､ そ の 内容

は総合科目の 名にふさわ しい もの で あ っ た と思う｡

準備期間が短く ､ また地元で 集めた とい う - ソ デ ィ

が あ っ た割に は ､ 講師陣もなか なか充実 して い たと

い える の で は な い か ｡

2 学生 の 熱意は今
一

つ で あ っ た よう で ある｡ 良い 質

問をする学生も何人かは い たが ､ 大部分の学生にと っ

て ただ単位を取るだけ の科目に過ぎなか っ た とすれ

ば､ 彼らが多数の聴講希望者の 中か ら選抜された経

緯が あ っ ただけに ､ 残念なことで ある ｡

本講義を再開できる機会が あれば､ 抽選 で はなく ､

もう少し実質的な選考をする方が良い かも知れない ｡

3 本講義に市民の聴講者が い た こ とを契機と して ､

私 は ､ 市民グ ル
ー プ ｢ 新潟患者塾+ で イ ン フ ォ

ー ム

ド ･ コ ソ セ ン ト に関する講演を行 っ た ｡ こ れは本講

義の 付随的効果と言え る で あろう｡
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一

般的 に言 っ て ､ 学外か ら出向された ､ 大学教員で

ない方 々 の反応は ､ 遠慮されて い るの かも しれない が ､

好意的と いうか積極的側面を見い だそうと して い た だ

い て い るようで ある｡ それに対 し､ 西野教授の 反応は ､

私 の感想とも相通 じると ころが あり ､ 受講生の 受け身

的態度がまず目に付くとい うもの の ように思われる｡

Ⅳ : この授業の分類に つい て

教養科目の総合科目は ､ ｢ 人文科学系 ･

社会科学系
･

自然科学系+ の 三系に分かれて い る ｡ しか し こ の 授業

は ､ そ の どれにも属さず ､ 唯
一

｢ そ の 他+ に分顕され

る科目 で あ っ た ｡ こ の 点に つ い て理由をを述べ ておき

た い ｡

総合科目 内の 分類とは別に ､ ｢ 総合科目群+ と並ん

で ｢ 人文科学科目群+ ｢ 社会科学科目群+ ｢ 自然科学科

目群+ が あり ､ それらの 中で各種の 科目が開講されて

い る ｡ ｢ 総合科目群
･

人文科学系+ に分顕される科 目

と ｢ 人文科学科目群+ に分顕される科目とはどの よう

な違い が ある の か ､ こ れは私が常 々 抱い て い る疑問で

ある ｡

総合科目 の 中に 三系をおくこ とは ､ 教養部時代の総

合科目の た て かたを受け継い だもの で ある｡ 教養部に

おける総合科目の 構想は ､ そ の時 の 諸条件に制約され

た もの で あ り ､ ｢ 総合+ と い う目的を す ぐに実現す る

もの で はなか っ た ように思われ る ( 新潟大学教養部

『教養部の教育と研究一経緯と現状』[ 平成五年三月]

p . 2 3 参照) ｡ と こ ろが ､ 平成五年度からの新 カリキ ュ

ラ ム を実施するにあた っ て ､ 私見 で は中途半端な分類

がそ の まま踏襲される ことに な っ た ｡ しかも総合科目

を充実させ ようとの動きは ､ 総合科目 の各系の 中の科

目数を増やすと い う形を取 っ た ( 聞達 っ て おればご教

示願い た い が ､ こ の 動きは ､ ｢ 総合+ と は何か を問う

ことをせず ､ 総合科目を充実させ て い ますと言うた め

の文部省対策 で あ っ た との 印象をも っ て い る) ｡ こ の

傾向が ､ 新 カリキ ュ ラ ム 実施以来の 数年間続い て い る

の で ある｡

総合科目とは何か ､ に つ い て私自身が明確な考えを

も っ て い るわ けで は ない が ､ 消極的な形 で考え て ､

｢ 人文 ･ 社会 ･ 自然+ の 枠内に入 りきれ な い も の が総

合科目と称される べ き で はない だろうか ｡ 人文科学の

分野内で総合的ア プ ロ
ー チ を試み る科目なら､ 本来人

文科学の 科目とし て扱うの が当然で あろう｡ 戦後の教

養課程発足以来何十年と続い て い る ｢ 人文
･ 社会 ･ 自

然+ の 区別と ､ こ こ十数年くらい取りざた されるよう

にな っ た ｢ 総合科 目+ との 奇妙な並在が続い て い る ､

と い うの が私の 印象で ある ｡

さて ､ こ の科目を企画 して い るとき､ ど こ に分撰す

るの かを決めなければならなか っ た ｡ 自分が出す科目

は通常人文科学科 目群に属するの だが ､ こ の 科目の場

合には不適当と考えた ｡ で は ､ 総合科目､ と い う こ と

になる の だが ､ そ の 中の どの 系に属するか と問われる

と ､ 上記 の疑問もあ っ て ､ 人文科学系に も社会科学系

にも属するとす る の は不適当と思われた ｡ そ の ような

次第で ､ ｢ そ の 他+ の 分瑛を作 っ て もらいそ こ に入れ

たわけである｡

Ⅴ : その他

最後に ､ 反省点や感想をい く つ か ､ す で に述 べ た こ

とと重複する点もあるが ､ 述 べ る こ とにする ｡

設定された 二 つ の テ
ー

マ に つ い て ほぼ 同じくらい の

時間数を宛て る の が理想で あ っ た が ､ 企画者の 力量不

足および知己の狭さ等から､ 時間数から見てイ ン フ ォ ー

ム ド ･ コ ン セ ン ト の ほうに力点が置かれる結果とな っ

て しま っ た ｡ こ の 授業を
一

種 の作品と してみ た場合 ､

大 い に悔 い の残 る点で あ っ た ｡

授業開始の前 ､ 事務 の担当者に ､ 講師 の 方々 に何か

の書額の 郵送を依頼する場合返信用切手が 出る のか ､

と聞い た こ とがある｡ 私自身の経験で は ､ 国立大学等

は ､ 返信用切手を付ける こ となく書類を提出するよう

にとだけ言 っ てく る の に対 し､ 私 立 で は ､ そ の ような

場合切手付きの 返信用封筒が つ い て い る の が普通だ か

らで ある｡ 担当者の返事は ､ 返信用切手は出せな い ,

と い うもの で あ っ た が ､ それ へ の解説と して ｢ 国立大

学で 教えると い う こ とは ､ 奉仕なん ですよ+ と いう言

葉が つ けくわえられた ｡ た とえば､ 新規 の採用者に対

して 履歴書の提出を求め ると い う際に､ 返信用切手を

出さないとい うことば ､ 結果的には講師の 人に ｢採用

をお願い した い+ と の つ もりになれ､ と い う こ と で あ
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る｡ 学外者に講師を依頼する時の企画者の つ もりと ､ かも しれ な い が ､ ま さに少額なるが故に どうにか なら

こ の ような制度との ､ あまりに大きな落差を感 じざる ない のか ､ と感 じる の で ある｡

をえ ない ｡ 切手代は大 した額で ないだろうと言われる
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